
都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 4,210 4,210 0

令和３年度 13,500 13,500 0

令和４年度 1,600 1,600 0

令和５年度 5,000 5,000 0

令和６年度 1,500 1,500 0

計 25,810 25,810 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

２，６４２ｍ3（１，６００m2）

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系大山田川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約３kmの一級河川であり、氾濫等が発生
した場合の被害は甚大である。
・大山田川では、土砂堆積により部分的に流下断面が阻害されており、現状でもその安全度は十分とは言
えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の樹木等繁茂面積は約５００m2、土砂堆積量は約２千５百m3であり、早期の流
下断面の確保に努めるとともに、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約1.0千m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、約２千６百m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河
道断面を確保する。

大山田川では、播磨水位観測所（桑名市大字播磨地内）において水位の常時観測が行われている。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

木曽川水系大山田川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系大山田川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市大字福島地先～桑名市大字播磨地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

３００ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

１，３４２ｍ3

０ｍ3（１，６００m2）

９００ｍ3

１００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系大山田川（一級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 9,873 9,873 0

令和３年度 2,200 2,200 0

令和４年度 2,100 2,100 0

令和５年度 1,500 1,500 0

令和６年度 5,000 5,000 0

計 20,673 20,673 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

８８０ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系沢北川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約２kmの一級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・沢北川では、土砂堆積により部分的に流下断面が阻害されており、現状でもその安全度は十分とは言え
ない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の土砂堆積量は約６００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、
定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約520m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、約８８０m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道
断面を確保する。

沢北川には、沢北上流水位観測所と沢北下流水位観測所（ともに桑名市大字下深谷部地内）があり、水位
の常時観測が行われている。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

木曽川水系沢北川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系沢北川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市大字播磨地先～桑名市大字下深谷部地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

２００ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

８０ｍ3

８０ｍ3

１２０ｍ3

４００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系沢北川（一級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 2,860 2,860 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 1,500 1,500 0

令和５年度 3,400 3,400 0

令和６年度 4,500 4,500 0

計 12,260 12,260 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

３３０ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系流石川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約１kmの一級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・流石川では、土砂堆積により部分的に流下断面が阻害されており、現状でもその安全度は十分とは言え
ない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の土砂堆積量は約２００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、
定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約195m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、約３３０m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道
断面を確保する。

流石川には、国道２５８号の上流の橋梁に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観測
される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

木曽川水系流石川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系流石川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市大字下深谷部地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

１３０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

５ｍ3

９５ｍ3

１００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系流石川（一級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 3,700 3,700 0

令和３年度 900 900 0

令和４年度 300 300 0

令和５年度 1,000 1,000 0

令和６年度 9,800 9,800 0

計 15,700 15,700 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

１，６３０ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系三砂川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約１kmの一級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・三砂川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の土砂堆積量は約２千m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約1.6千m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、約１千６百m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河
道断面を確保する。

三砂川には、養老鉄道養老線の下流の橋梁に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観
測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

木曽川水系三砂川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系三砂川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市大字下深谷部地先～桑名市大字上深谷部地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

２３０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

１５６ｍ3

５ｍ3

２３９ｍ3

１，０００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系三砂川（一級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 10,686 10,686 0

令和３年度 3,700 3,700 0

令和４年度 0 0 0

令和５年度 1,000 1,000 0

令和６年度 20,300 20,300 0

計 35,686 35,686 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

３，４６０ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系新田川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約１kmの一級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・新田川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の土砂堆積量は約４千５百m3であり、早期の流下断面の確保に努めるととも
に、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約3.2千m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、約３千５百m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河
道断面を確保する。

新田川には、上流部に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

木曽川水系新田川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系新田川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市多度町大鳥居地先～桑名市多度町下野代地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

７６０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

５２０ｍ3

０ｍ3

１４０ｍ3

２，０４０ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系新田川（一級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 25,847 25,847 0

令和３年度 34,300 34,300 0

令和４年度 15,000 15,000 0

令和５年度 30,000 30,000 0

令和６年度 5,700 5,700 0

計 110,847 110,847 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

１５，５００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系肱江川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約１０kmの一級河川であり、氾濫等が発生
した場合の被害は甚大である。
・肱江川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の樹木等繁茂面積は約１千m2、土砂堆積量は約１万６千m3であり、早期の流下
断面の確保に努めるとともに、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約5.6千m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、約１万５千m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河
道断面を確保する。

肱江川には、一般県道大泉多度線の橋梁に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観測
される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

木曽川水系肱江川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系肱江川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市多度町下野代地先～桑名市多度町美鹿地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

３，５００ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

４，９９０ｍ3

１，９００ｍ3

４，６００ｍ3

５１０ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系肱江川（一級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 22,301 22,301 0

令和３年度 20,100 20,100 0

令和４年度 3,800 3,800 0

令和５年度 12,000 12,000 0

令和６年度 6,200 6,200 0

計 64,401 64,401 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

７，１００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系落合川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約１．５kmの一級河川であり、氾濫等が発
生した場合の被害は甚大である。
・落合川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の土砂堆積量は約６千５百m3であり、早期の流下断面の確保に努めるととも
に、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約1.3千m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、約７千１百m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河
道断面を確保する。

河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

木曽川水系落合川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系落合川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市多度町御衣野地先～桑名市多度町力尾地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

２，１７０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

２，９３０ｍ3

７００ｍ3

７００ｍ3

６００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系落合川（一級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 14,000 14,000 0

令和４年度 31,300 31,300 0

令和５年度 12,000 12,000 0

令和６年度 4,200 4,200 0

計 61,500 61,500 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

９，５００ｍ3（１００m2）

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系多度川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約６kmの一級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・多度川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の樹木等繁茂面積は約１千m2、土砂堆積量は約２万６千m3であり、早期の流下
断面の確保に努めるとともに、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約18.1千m3である。

・令和３年度～令和６年度の４年間で、約９千５百m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河
道断面を確保する。

多度川には、多度大社の南側の橋梁に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観測され
る。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

木曽川水系多度川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系多度川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市多度町香取地先～桑名市多度町多度地先
【別図参照】

令和３年度～令和６年度（４年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

３，６５５ｍ3

４，２２０ｍ3（１００m2）

１，０００ｍ3

６２５ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系多度川（一級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 45,000 45,000 0

令和５年度 56,100 56,100 0

令和６年度 80,000 80,000 0

計 181,100 181,100 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

１４，０００ｍ3（６，５００㎡）

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系鍋田川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約８kmの一級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・鍋田川では、河川断面内に樹木が繁茂しており、治水安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の樹木等繁茂面積は約６千５百m2、土砂堆積量は約１万４千m3であり、早期の
流下断面の確保に努めるとともに、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の河道内の樹木等繁茂面積は約6.5千m2、堆積量は約12.4千m3である。

・令和３年度～令和６年度の４年間で、約６千５百m2の樹木伐採と約１万４千m3の堆積土砂掘削を行い、
河道における一連の目標河道断面を確保する。

鍋田川では、上流排水機場の加路戸水位観測所（木曽岬町大字加路戸地内）において水位の常時観測が行
われている。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

木曽川水系鍋田川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系鍋田川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名郡木曽岬町大字源緑輪中地先～木曽岬町大字新加路戸地先
【別図参照】

令和４年度～令和６年度（３年間）

予定事業量
（各年度の樹木伐採量）

(単位：m2)

０ｍ3（０m2）

第三種建設発生土

又は

第四種建設発生土

０ｍ3（０m2）

１，６００ｍ3（０m2）

５，０００ｍ3（０㎡）

７，４００ｍ3（６，５００㎡）

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系鍋田川（一級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 127,416 127,416 0

令和３年度 180,942 180,942 0

令和４年度 174,900 174,900 0

令和５年度 110,000 110,000 0

令和６年度 88,800 88,800 0

計 682,058 682,058 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系員弁川（二級河川）

河川課　河川管理班

059-224-2686

員弁川水系員弁川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系員弁川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市大字福江地先～いなべ市藤原町篠立地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

７，３２０ｍ3（３５，０００㎡）

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

２３，３５６ｍ3（１１，４００㎡）

２６，２００ｍ3（２１，６００㎡）

２７，０４４ｍ3（４３，６００㎡）

２４，８００ｍ3（２３，４００㎡）

１０８，７２０ｍ3（１３５，０００㎡）

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系員弁川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約３６kmの二級河川であり、氾濫等が発生
した場合の被害は甚大である。
・員弁川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の樹木等繁茂面積は約１６万m2、土砂堆積量は約１４５万m3であり、早期の流
下断面の確保に努めるとともに、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の河道内の樹木等繁茂面積は約9万m2、堆積量は約139万m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、絶滅危惧種のネコギギの保護、内水面漁協、海苔養殖者等に配慮
しつつ約１３万㎡の樹木伐採と約１０万８千m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道断面
を確保する。

員弁川では、上流部の阿下喜水位観測所（いなべ市北勢町阿下喜地内）、中流部の大泉水位観測所（いな
べ市員弁町大泉地内）、都市部（下流域）の星川水位観測所（桑名市大字星川地内）と安永水位観測所
（桑名市大字安永地内）において水位の常時観測が行われている。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 3,300 3,300 0

令和４年度 900 900 0

令和５年度 5,000 5,000 0

令和６年度 2,600 2,600 0

計 11,800 11,800 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

１０００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系嘉例川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約３．５kmの二級河川であり、氾濫等が発
生した場合の被害は甚大である。
・嘉例川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の土砂堆積量は約２千m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約1.4千m3である。

・令和３年度～令和６年度で、内水面漁協等に配慮しつつ、約１０００m3の堆積土砂掘削を行い、河道に
おける一連の目標河道断面を確保する。

嘉例川には、国道４２１号の橋梁に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観測され
る。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

員弁川水系嘉例川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系嘉例川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市大字巌新田地先～員弁郡東員町大字穴太地先
【別図参照】

令和３年度～令和６年度（４年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

１５０ｍ3

５００ｍ3

２５０ｍ3

１００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系嘉例川（二級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 2,500 2,500 0

令和４年度 2,500 2,500 0

令和５年度 2,000 2,000 0

令和６年度 10,000 10,000 0

計 17,000 17,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

２，４００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系三孤子川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約７．５kmの二級河川であり、氾濫等が
発生した場合の被害は甚大である。
・三孤子川では、土砂堆積により部分的に流下断面が阻害されており、現状でもその安全度は十分とは言
えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の土砂堆積量は約４千m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約3.5千m3である。

・令和３年度～令和６年度の４年間で、内水面漁協等に配慮しつつ約２４００m3の堆積土砂掘削を行い、
河道における一連の目標河道断面を確保する。

三孤子川には、東員町大字中上地内及びいなべ市大安町南金井地内の橋梁に危機管理型水位計が設置され
ており、大雨の際には水位が観測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

員弁川水系三孤子川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系三孤子川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市大字友村地先～いなべ市大安町南金井地先
【別図参照】

令和３年度～令和６年度（４年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

２００ｍ3

３００ｍ3

３００ｍ3

１，６００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系三孤子川（二級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 22,022 22,022 0

令和３年度 2,500 2,500 0

令和４年度 0 0 0

令和５年度 10,000 10,000 0

令和６年度 1,000 1,000 0

計 35,522 35,522 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

４，７００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系藤川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約５．５kmの二級河川であり、氾濫等が発生
した場合の被害は甚大である。
・藤川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の土砂堆積量は約５千m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約2.3千m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、内水面漁協等に配慮しつつ約４千７百m3の堆積土砂掘削を行い、
河道における一連の目標河道断面を確保する。

河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

員弁川水系藤川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系藤川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県員弁郡東員町大字筑紫地先～東員町大字大木地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

２，５００ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

２００ｍ3

０ｍ3

１，８００ｍ3

２００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系藤川（二級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 5,000 5,000 0

令和４年度 1,500 1,500 0

令和５年度 6,000 6,000 0

令和６年度 1,500 1,500 0

計 14,000 14,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

１，１６０ｍ3（５，７００m2）

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系養父川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約７kmの二級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・養父川では、土砂堆積により部分的に流下断面が阻害されており、現状でもその安全度は十分とは言え
ない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の土砂堆積量は約８００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、
定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約650m3である。

・令和３年度～令和６年度の４年間で、内水面漁協等に配慮しつつ約１，１６０m3の堆積土砂掘削を行
い、河道における一連の目標河道断面を確保する。

養父川には、いなべ市大安町梅戸地内の橋梁に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が
観測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

員弁川水系養父川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系養父川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県員弁郡東員町大字中上地先～いなべ市大安町門前地先
【別図参照】

令和３年度～令和６年度（４年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

４６０ｍ3

５０ｍ3（５，７００m2）

６００ｍ3

５０ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系養父川（二級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 2,072 2,072 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 0 0 0

令和５年度 1,000 1,000 0

令和６年度 1,000 1,000 0

計 4,072 4,072 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

３００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系牛ヶ谷川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約１kmの二級河川であり、氾濫等が発生
した場合の被害は甚大である。
・牛ヶ谷川では、土砂堆積により部分的に流下断面が阻害されており、現状でもその安全度は十分とは言
えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の土砂堆積量は約５００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、
定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約400m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、内水面漁協等に配慮しつつ約３００m3の堆積土砂掘削を行い、河
道における一連の目標河道断面を確保する。

牛ヶ谷川には、いなべ市大安町南金井地内の橋梁に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水
位が観測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

員弁川水系牛ヶ谷川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系牛ヶ谷川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県いなべ市大安町梅戸地先～いなべ市大安町南金井地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

１００ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3

１００ｍ3

１００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系牛ヶ谷川（二級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 3,100 3,100 0

令和３年度 13,200 13,200 0

令和４年度 38,300 38,300 0

令和５年度 27,000 27,000 0

令和６年度 7,000 7,000 0

計 88,600 88,600 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

９，９２０ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系戸上川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約７kmの二級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・戸上川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の樹木等繁茂面積は約４００m2、土砂堆積量は約１万２千m3であり、早期の流
下断面の確保に努めるとともに、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約6.2千m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、内水面漁協等に配慮しつつ約９千９百m3の堆積土砂掘削を行い、
河道における一連の目標河道断面を確保する。

戸上川には、東員町大字北大社地内の橋梁に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観
測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

員弁川水系戸上川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系戸上川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県員弁郡東員町大字山田地先～いなべ市員弁町平古地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

７６０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

６３０ｍ3

４，４３０ｍ3

３，７００ｍ3

４００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系戸上川（二級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 0 0 0

令和５年度 12,000 12,000 0

令和６年度 22,000 22,000 0

計 34,000 34,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

４，３００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系山神川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約３kmの二級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・山神川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の土砂堆積量は約５千m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、定
期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約5.0千m3である。

・令和５年度～令和６年度の２年間で、内水面漁協等に配慮しつつ約４千３百m3の堆積土砂掘削を行い、
河道における一連の目標河道断面を確保する。

山神川には、東員町大字南大社地内の橋梁に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観
測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

員弁川水系山神川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系山神川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県員弁郡東員町大字長深地先～いなべ市大安町梅戸地先
【別図参照】

令和５年度～令和６年度（２年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3

１，５００ｍ3

２，８００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系山神川（二級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 0 0 0

令和５年度 10,000 10,000 0

令和６年度 8,000 8,000 0

計 18,000 18,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

３，５００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系宇賀川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約９kmの二級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・宇賀川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の樹木等繁茂面積は約１千m2、土砂堆積量は約１万４千m3であり、早期の流下
断面の確保に努めるとともに、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約14.0千m3である。

・令和５年度～令和６年度の２年間で、絶滅危惧種のネコギギの保護、内水面漁協等に配慮しつつ約１千
５百m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道断面を確保する。

宇賀川には、一般県道四日市菰野大安線の橋梁に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位
が観測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

員弁川水系宇賀川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系宇賀川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県いなべ市員弁町北金井地先～いなべ市大安町石榑南地先
【別図参照】

令和５年度～令和６年度（２年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3

２，０００ｍ3

１，５００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系宇賀川（二級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 10,476 10,476 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 2,500 2,500 0

令和５年度 15,000 15,000 0

令和６年度 1,000 1,000 0

計 28,976 28,976 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

４，５００ｍ3（５００m2）

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系明智川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約６kmの二級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・明智川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の樹木等繁茂面積は約１百m2、土砂堆積量は約５千m3であり、早期の流下断面
の確保に努めるとともに、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約3.1千m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、絶滅危惧種のネコギギの保護、内水面漁協等に配慮しつつ約４千
５百m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道断面を確保する。

河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

員弁川水系明智川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系明智川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県いなべ市員弁町下笠田地先～いなべ市員弁町市之原地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

１，９００ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3（５００m2）

２，５００ｍ3

１００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系明智川（二級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 10,860 10,860 0

令和３年度 7,000 7,000 0

令和４年度 22,600 22,600 0

令和５年度 5,000 5,000 0

令和６年度 3,000 3,000 0

計 48,460 48,460 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

４，８９０ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系源太川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約４kmの二級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・源太川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の樹木等繁茂面積は約１千m2、土砂堆積量は約１万４千m3であり、早期の流下
断面の確保に努めるとともに、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約10.7千m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、絶滅危惧種のネコギギの保護、内水面漁協等に配慮しつつ約４千
９百m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道断面を確保する。

源太川には、いなべ市大安町高柳地内の橋梁に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が
観測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

員弁川水系源太川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系源太川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県いなべ市大安町高柳地先～いなべ市大安町石榑北山地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

５９０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

２５０ｍ3

２，５００ｍ3

９５０ｍ3

６００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系源太川（二級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 43,577 43,577 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 0 0 0

令和５年度 10,000 10,000 0

令和６年度 20,000 20,000 0

計 73,577 73,577 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系山田川（二級河川）

河川課　河川管理班

員弁川水系山田川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系山田川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県いなべ市員弁町上笠田地先～いなべ市北勢町南中津原地先
【別図参照】

令和２年度～令和６年度（５年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

６，２００ｍ3

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3

２，０００ｍ3

３，０００ｍ3

１１，２００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系山田川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約６kmの二級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・山田川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の樹木等繁茂面積は約１百m2、土砂堆積量は約３万６千m3であり、早期の流下
断面の確保に努めるとともに、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約29.8千m3である。

・令和２年度～令和６年度の５年間で、絶滅危惧種のネコギギの保護、内水面漁協等に配慮しつつ約１万
１千m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道断面を確保する。

河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 10,000 10,000 0

令和４年度 40,000 40,000 0

令和５年度 2,000 2,000 0

令和６年度 6,000 6,000 0

計 58,000 58,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

６，７００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系青川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約５．５kmの二級河川であり、氾濫等が発生
した場合の被害は甚大である。
・青川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和２年度現在、河道内の樹木等繁茂面積は約２千m2、土砂堆積量は約５万７千m3であり、早期の流下
断面の確保に努めるとともに、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約51.3千m3である。

・令和４年度～６年度に、絶滅危惧種のネコギギの保護、内水面漁協等に配慮しつつ約６千７百m3の堆積
土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道断面を確保する。

河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

員弁川水系青川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系青川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県いなべ市北勢町中山地先～いなべ市北勢町新町地先
【別図参照】

令和４年度～令和６年度（３年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

５２００ｍ3

５００ｍ3

１，０００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系青川（二級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 0 0 0

令和５年度 5,000 5,000 0

令和６年度 20,000 20,000 0

計 25,000 25,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

１，０００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系新堀川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約3kmの一級河川であり、氾濫等が発生した
場合の被害は甚大である。
・流石川では、土砂堆積により部分的に流下断面が阻害されており、現状でもその安全度は十分とは言え
ない状況にある。
・令和３年度現在、河道内の土砂堆積量は約１，０００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるととも
に、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約1.0千m3である。

・令和５年度～令和６年度の２年間で、約１，０００m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標
河道断面を確保する。

新堀川に架かる干拓橋、小貝須端に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観測され
る。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

木曽川水系新堀川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系新堀川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市大字小貝須地先
【別図参照】

令和５年度～令和６年度（２年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3

２００ｍ3

８００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系新堀川（一級河川）

河川課　河川管理班



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 0 0 0

令和５年度 5,000 5,000 0

令和６年度 20,000 20,000 0

計 25,000 25,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系松川（一級河川）

河川課　河川管理班

木曽川水系松川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系新堀川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市長島町浦安地先
【別図参照】

令和５年度～令和６年度（２年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3

２００ｍ3

８００ｍ3

１，０００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系松川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約1kmの一級河川であり、氾濫等が発生した場
合の被害は甚大である。
・松川では、土砂堆積により部分的に流下断面が阻害されており、現状でもその安全度は十分とは言えな
い状況にある。
・令和３年度現在、河道内の土砂堆積量は約２００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、
定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約1.0千m3である。

・令和５年度～令和６年度の２年間で、約１，０００m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標
河道断面を確保する。

河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 0 0 0

令和５年度 2,000 2,000 0

令和６年度 1,000 1,000 0

計 3,000 3,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系赤沢川（一級河川）

河川課　河川管理班

木曽川水系赤沢川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系赤沢川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市多度町香取地先
【別図参照】

令和５年度～令和６年度（２年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3

１，５００ｍ3

５００ｍ3

２，０００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系赤沢川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約1kmの一級河川であり、氾濫等が発生した
場合の被害は甚大である。
・赤沢川では、土砂堆積により部分的に流下断面が阻害されており、現状でもその安全度は十分とは言え
ない状況にある。
・令和３年度現在、河道内の土砂堆積量は約２，０００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるととも
に、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約2.0千m3である。

・令和５年度～令和６年度の２年間で、約２，０００m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標
河道断面を確保する。

河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 1,300 1,300 0

令和５年度 4,000 4,000 0

令和６年度 1,000 1,000 0

計 6,300 6,300 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系大杉谷川（一級河川）

河川課　河川管理班

木曽川水系大杉谷川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系大杉谷川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市多度町御衣野地先
【別図参照】

令和４年度～令和６年度（３年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3（１，０００ｍ2）

４，０００ｍ3

１，０００ｍ3

５，０００ｍ3（１，０００ｍ2）

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系大杉谷川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約1kmの一級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・大杉谷川では、土砂堆積により部分的に流下断面が阻害されており、現状でもその安全度は十分とは言
えない状況にある。
・令和３年度現在、河道内の土砂堆積量は約５，０００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるととも
に、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約5.0千m3である。

・令和４年度～令和６年度の３年間で、約５，０００m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標
河道断面を確保する。

河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 0 0 0

令和５年度 5,000 5,000 0

令和６年度 20,000 20,000 0

計 25,000 25,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

木曽川水系長島川（一級河川）

河川課　河川管理班

木曽川水系長島川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する木曽川水系大杉谷川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県桑名市長島町大島地先
【別図参照】

令和４年度～令和６年度（３年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3

５００ｍ3

４，５００ｍ3

５，０００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・木曽川水系長島川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約1kmの一級河川であり、氾濫等が発生した
場合の被害は甚大である。
・長島川では、土砂堆積により部分的に流下断面が阻害されており、現状でもその安全度は十分とは言え
ない状況にある。
・令和３年度現在、河道内の土砂堆積量は約５，０００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるととも
に、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約5.0千m3である。

・令和４年度～令和６年度の３年間で、約５，０００m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標
河道断面を確保する。

長島川に架かる無名橋に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 6,200 6,200 0

令和５年度 2,000 2,000 0

令和６年度 2,000 2,000 0

計 10,200 10,200 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系弁天川（二級河川）

河川課　河川管理班

員弁川水系弁天川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系弁天川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県員弁郡東員町大字筑紫地先
【別図参照】

令和４年度～令和６年度（３年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

１０ｍ3（９，４００ｍ2）

９０ｍ3

１００ｍ3

２００ｍ3（９，４００ｍ2）

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系弁天川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約３kmの二級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・弁天川では、土砂堆積により部分的に流下断面が阻害されており、現状でもその安全度は十分とは言え
ない状況にある。
・令和３年度現在、河道内の土砂堆積量は約２００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、
定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約190m3である。

・令和４年度～令和６年度の３年間で、内水面漁協等に配慮しつつ約２００m3の堆積土砂掘削を行い、河
道における一連の目標河道断面を確保する。

河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 9,100 9,100 0

令和５年度 8,000 8,000 0

令和６年度 12,900 12,900 0

計 30,000 30,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系相場川（二級河川）

河川課　河川管理班

員弁川水系相場川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系相場川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県いなべ市藤原町上相場地先
【別図参照】

令和４年度～令和６年度（３年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3（２，０００ｍ2）

２，０００ｍ3

３，０００ｍ3

５，０００ｍ3（２，０００ｍ２）

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系相場川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約１１kmの二級河川であり、氾濫等が発生
した場合の被害は甚大である。
・相場川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和３年度現在、河道内の土砂堆積量は約５，０００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるととも
に、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約5.0千m3である。

・令和４年度～令和６年度の３年間で、絶滅危惧種のネコギギの保護、内水面漁協等に配慮しつつ約５千
m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道断面を確保する。

相場川に架かる新相場川橋に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 3,400 3,400 0

令和５年度 8,000 8,000 0

令和６年度 8,000 8,000 0

計 19,400 19,400 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系田切川（二級河川）

河川課　河川管理班

員弁川水系田切川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系田切川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県いなべ市北勢町向平地先
【別図参照】

令和４年度～令和６年度（３年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

６６０ｍ3（５，６４０ｍ2）

３，７００ｍ3

３，６４０ｍ3

８，０００ｍ3（５，６４０ｍ２）

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系田切川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約９kmの二級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・田切川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和３年度現在、河道内の土砂堆積量は約８，０００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるととも
に、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約7.3千m3である。

・令和４年度～令和６年度の３年間で、絶滅危惧種のネコギギの保護、内水面漁協等に配慮しつつ約８千
m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道断面を確保する。

田切川に架かる宮前橋に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 4,200 4,200 0

令和５年度 2,000 2,000 0

令和６年度 2,000 2,000 0

計 8,200 8,200 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系真名川（二級河川）

河川課　河川管理班

員弁川水系真名川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系真名川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県いなべ市藤原町大貝戸地先
【別図参照】

令和４年度～令和６年度（３年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

３３０ｍ3

９０ｍ3

８０ｍ3

５００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系真名川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約６kmの二級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・真名川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和３年度現在、河道内の土砂堆積量は約５００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、
定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約170m3である。

・令和４年度～令和６年度の３年間で、絶滅危惧種のネコギギの保護、内水面漁協等に配慮しつつ約５０
０m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道断面を確保する。

真名川に架かる藤原橋に危機管理型水位計が設置されており、大雨の際には水位が観測される。
河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 2,500 2,500 0

令和５年度 2,000 2,000 0

令和６年度 2,000 2,000 0

計 6,500 6,500 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系空川（二級河川）

河川課　河川管理班

員弁川水系空川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系空川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県いなべ市大安町北垣内地先
【別図参照】

令和４年度～令和６年度（３年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

１００ｍ3

５０ｍ3

５０ｍ3

２００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系空川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約１kmの二級河川であり、氾濫等が発生した
場合の被害は甚大である。
・真名川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和３年度現在、河道内の土砂堆積量は約２００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるとともに、
定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約100m3である。

・令和４年度～令和６年度の３年間で、絶滅危惧種のネコギギの保護、内水面漁協等に配慮しつつ約２０
０m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道断面を確保する。

河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 0 0 0

令和５年度 10,000 10,000 0

令和６年度 20,000 20,000 0

計 30,000 30,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系貝野川（二級河川）

河川課　河川管理班

員弁川水系貝野川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系貝野川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県いなべ市北勢町小原一色地先
【別図参照】

令和５年度～令和６年度（２年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)

０ｍ3

第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3

１，０００ｍ3

２，０００ｍ3

３，０００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系貝野川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約６kmの二級河川であり、氾濫等が発生し
た場合の被害は甚大である。
・貝野川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその
安全度は十分とは言えない状況にある。
・令和３年度現在、河道内の土砂堆積量は約３，０００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるととも
に、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約3.0千m3である。

・令和５年度～令和６年度の２年間で、絶滅危惧種のネコギギの保護、内水面漁協等に配慮しつつ約３千
m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道断面を確保する。

河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。



都道府県名
又は

市区町村名

河　　川　　名

担 当 課 室 名

連 絡 先

事業名

事業の内容
（伐木、浚渫箇所（所在地））

実施予定期間 土質区分

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

計

事業費 地方債 一般財源

令和２年度 0 0 0

令和３年度 0 0 0

令和４年度 0 0 0

令和５年度 10,000 10,000 0

令和６年度 2,000 2,000 0

計 12,000 12,000 0

事業の必要性、
緊急性

浚渫目標

河道の状態把握

その他
※事業実施にあたり、環境、掘削土砂等の利活用、維持
管理等の改善策などの方針等について、可能な範囲で記

載

２，５００ｍ3

予定事業費
（単位：千円）

・員弁川水系冷川は、三重県の北勢地域に位置し、流路延長約２kmの二級河川であり、氾濫等が発生した
場合の被害は甚大である。
・冷川では、これまでの出水等による土砂流出・堆積により流下断面が阻害されており、現状でもその安
全度は十分とは言えない状況にある。
・令和５年度現在、河道内の土砂堆積量は約２，５００m3であり、早期の流下断面の確保に努めるととも
に、定期的な維持管理が必要である。
・令和５年現在の堆積量は約2.5千m3である。

・令和５年度～令和６年度の２年間で、絶滅危惧種のネコギギの保護、内水面漁協等に配慮しつつ約2.5千
m3の堆積土砂掘削を行い、河道における一連の目標河道断面を確保する。

河川管理施設の異常等の把握については、定期的に年１回のパトロールを外部コンサルタントに委託して
実施する他、大雨や洪水等異常気象があった際には、随時、直営によるパトロールを実施している。
堆積土砂等の状態把握については、３年に１回程度の頻度で目視又は簡易測量を行い、適切な維持管理に
つなげている。

予定事業量（発生土砂量）については現時点での予定であり、今後の出水等の影響により変更となり得
る。
掘削した土砂等については、公共事業間での有効活用を優先して図る。

員弁川水系冷川緊急浚渫推進事業

三重県が管理する員弁川水系冷川の河道内樹木伐採及び堆積土砂掘削を行うもの。
伐木、浚渫箇所：三重県いなべ市藤原町山口地先
【別図参照】

令和５年度～令和６年度（２年間）

予定事業量
（各年度の浚渫土砂量）

(単位：m3)
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第二種建設発生土

又は

第三種建設発生土

０ｍ3

０ｍ3

２，０００ｍ3

５００ｍ3

059-224-2686

（別添１）

令和6年度　緊急浚渫推進事業計画（河川）

三重県

員弁川水系貝野川（二級河川）

河川課　河川管理班


